
平成10～15年度「別府-万年山断層帯に関する調査」実施

※大分市から日田市天瀬までの内陸部及び別府湾の海域の活断

層について調査を行い、過去の活動履歴を把握。

平成20年3月「大分県地震被害想定調査」公表

※県への影響及び地震発生の切迫性を考慮して９地震を選定し、

うち５地震について被害想定調査を実施。

平成25年3月「大分県津波被害想定調査」公表
※東日本大震災を踏まえて、津波を発生させる可能性のある、
南海トラフ地震、別府湾地震及び周防灘断層群地震の被害想
定を見直し。南海トラフ地震→予想される死者約22,000人

平成26年3月「大分県地震・津波対策アクションプラン」策定
※喫緊の課題である南海トラフ地震について死者数を約700人
まで抑制を目標に、２６年度から３０年度までの５か年計画

大分県の地震・津波対策の主な取組について

平成７年１月17日 阪神・淡路大震災

平成23年3月１１日 東日本大震災
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想定地震について

・想定地震について９地震を選定を行い、うち県全域に
わたって被害が想定される５地震（表中青色）について
被害想定を調査。

県地震被害想定調査（20年3月） 県地震津波被害想定調査（25年3月）

番号 　　　　　　想定される震源　　　　　　　　　　　　　　内は見直し後の名称 想定される震源

1 日向灘（海溝型）

2 東南海・南海（海溝型）

3 中央構造線断層帯（活断層型）

4 別府地溝南縁断層帯（活断層型）

5 別府湾断層帯（活断層型）

6 周防灘断層帯（活断層型） 周防灘断層群主部

7 別府地溝北縁断層帯（活断層型）

8 崩平山-万年山地溝北縁断層帯（活断層型）

9 プレート内（海溝型）

別府湾（慶長豊後型）

南海トラフ

中央構造線断層帯

（豊予海峡－

由布院区間）

日出生断層帯

万年山－崩平山

断層帯
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・南海トラフ地震を喫緊の課題として捉え、防災・減災対策を推進

・南海トラフ巨大地震で想定される人的被害、死者数約２万２千人を約７００人に抑制することを減災目標に対策を実施

（計画年度26～30年度）


